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１．辛嶋博善 （北東アジア地域研究・国立民族学博物館拠点）

趣旨説明：「モンゴル牧畜社会の持続可能性」
２．A. ガンチメグ（ベルリン・フンボルト大学）

「伝統的遊牧のライフスタイルを維持する
－現代のモンゴルの牧畜民の直面する課題」

３．討論
使用言語：日本語、モンゴル語（逐語訳あり）



日本はもとより北東アジア全体で

見ても、農村の人口は減少し、その
維持が難しくなっている。その理由
の一つに都市化により若者の農村
離れが挙げられよう。もちろん、自
然災害や人手不足といった困難な
状況はモンゴルの牧畜社会にも出
現している。しかしながら、少なくと
も家畜の飼養頭数から見れば、モ
ンゴルの牧畜社会は大方維持され
ている。
こうした農村の維持は牧畜の生産
力によるところはもちろんのこと、畜
産物の市場への流通や働き手の
流動性、それを支える技術の導入
や発展によって成り立っている。言
い換えれば、それは農村と都市と
の間のヒトとモノの移動が鍵となっ
ている。本セミナーでは、北東アジ
アにおける一つのモデルとしてモ
ンゴルを題材として、農村の持続可
能性を考えたい。
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1. Hiroyoshi Karashima
(Center for Northeast Asian study, at National 

Museum of Ethnology)

Introduction: Sustainability of Pastoral 
Societies in Mongolia

2. Ganchimeg Altangerel
(Humboldt University of Berlin) 

Keeping the Traditional Nomadic Lifestyle: 
Challenges Herders Face in Contemporary Mongolia

3. Discussion

(in Japanese and Mongolian) 


